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＊ 一戸直蔵著書「趣味乃天文」（その 1） 

この本は、理学博士 一戸直蔵 著 「趣味乃天文」 現代之科学社蔵版 といい、一

戸直蔵の「星」という本の改訂版で、大正 5 年に発行されている。彼は天文の啓蒙書とし

て何冊も一般向けに天文学の解説本を書いているが、「星」という表題では専門家向きと

思われるので改題して書き直したそうだ。口絵に北天・南天の星座の図がある。これがな

かなかおもしろい。図 1が北半球、図 2が南半球である。 
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  内表紙は図 3 



         

                 図 ３ 

以下に緒言を紹介する。 

緒言 

１．本書は元来明治 43 年余が「星」と題し出版せるものにして専門家の参考としたるもの

ならぬは言うまでもなし。其重なる目的は、吾等の夜々望む天空は至て趣味あるもの

にして、何人も相応に甘美を楽しむ得可く且絶えず一種の教訓を受け得るものなるを

明にせんとするにあり。今之を全部大に削正して之を公にするに際し書名を余り適切

ならざるを思ひ、「趣味の天文」と改題せり。 

２．如何なる美術如何なる音楽も、其趣味を解し得る為めには、予め之が素養を要す。少

くとも其概念丈を会得し置かざるべからず。天文之夫れ自身は一大美術なりとするも、

矢張り同様なり。乃ち自ら之を会得する新法を創見するよりは、一般の人々に取りて

は過去の因襲によるを便とす。乃ち此著ある所以なり。 

３．故に本書は、天空を望む時の道案内たらんことを期せり、而かも道中記中には種々の

熟語を含有するが為め、最初に是等の熟語につきて星辰天文学の初歩を記載し、更に

転じて案内記に及べり。 

４．案内記には普通地図を添ふ、是れ実地と照し合さんが為めなり。本書にも至て簡単な

る 2 葉の図を附せり、されど之れ大略を示すまでにて、更に詳細なる恒星図を座右に

具ふるに非ざれば、天文を楽しむ上に不備なり。此目的に必要なるは小倉理学士の「星

の図」を始め現代之科学第 2巻に連載せる同学士の恒星図なり。 



５．本書は恒星のみを説きて惑星其他太陽系のものに及ばず、独り太陽のみは其性質恒星

に外ならざるを以て特に１章を設けたり、乃ち読者は太陽によりて星を解し得可く、

星によりて太陽を解し得可し。 

６．本書記述せる所、大概著者自身の経験を基とせるものにして、時に普通の方法と異る

あり。南天のことは永き経験なきを以て大に不備なり、若し期を得れば他日経験を積

みて削正せんことを期す。 

７．本書を改題せるが為め或読者が同一の書を無益に買求めたりとの不平あらんを恐れ、

茲に特に本書は前の書と似たるも幾多の削正を経たる為め同一のものにあらざること

を述ぶ。且つ又其改題なることは凡ての広告に明かにせんと欲す 

 

         大正５年４月            著者識 

 以下目次である。読んでみたい気が沸き立ち、わくわくするではないか。 

 

 



 

 



 


